
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 ２１２ 

令和５年度 数学科 

 

教科 数学 科目 数学Ｂ 単位数 １単位 年次 ２年次 

使用教科書 高等学校 数学Ｂ （数研出版） 

副教材等 REPEAT 数学Ⅱ＋Ｂ（数研出版） チャート式 基礎からの数学Ⅱ＋Ｂ（数研出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

数学Ｂ範囲内の「数列」について、基礎的な知識と発展的な研究を学ぶとともに応用する力
を伸ばす。 
数学Ｂの内容は、今までの中学校から数学Ⅰ・数学Ａの内容にはない数列の新しい概念によ

って、事象を扱う新しい内容である。新しい概念に慣れるように問題演習も行い、概念の説明
とその有用性を説明し理解を深めるようにする。 

 

 

２ 学習の到達目標 

数学的な見方・考え方を働かせ、数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することをめざす。 

1. 数列についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、数学と社会生活との関わ

りについて認識を深め、事象を数学化する。また、それらを数学的に解釈し、表現・処理する技能

を身につけるようにする。 

2. 離散的な変化の規則性に着目し、事象を数学的に表現し考察する力や、様々な事象を数学化して問

題を解決する力、解決の過程や結果を振り返って考察する力を養う。 

3. 数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度や、粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判

断しようとする態度、問題解決の過程を振り返ることで考察を深めそれを評価・改善につなげよう

とする態度や創造性の基礎を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

数列についての基本的な概

念や原理・法則を体系的に

理解するとともに、数学と

社会生活の関わりについて

認識を深め、事象を数学化

したり、数学的に解釈しあ

り、数学的に表現・処理し

たいりすう技能を身に付け

るようにする。 

離散的な変化の規則性に着目

し、事象を数学的に表現し考

察する力、日常の事象や社会

の事象を数学化し、問題を解

決したり、解決の過程や結果

を振り返って考察したりする

力を養う。 

数学のよさを認識し数学を活

用しようとする態度、粘り強

く柔軟に考え数学的論拠に基

づいて判断しようとする態

度、問題解決の過程を振り返

って考察を深めたり、評価・

改善したりしようとする態度

や創造性の基礎を養う。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

第
１
章 

 

数
列 

第１節 等差数列と等比数列 

１．数列と一般項 

２．等差数列 

３．等差数列の和 

４．等比数列 

５．等比数列の和 

a:数列の定義、表記について理解

するとともに、用語、記号を適切

に用いることができる。数列の和

の公式を利用して、一般項を求め

ることができる。 

b:等差数列や等比数列の和を工

夫して求める方法について考察

できる。 

c:数の並び方に興味をもち、その

規則性を発見しようとする意欲

がある。 

確認テスト 

 

定期考査 

ノート提出 

 

定期考査 

レポート課

題 

 

振り返りシ

ート 

第２節 いろいろな数列 

６．和の記号Σ 

７．階差数列 

８．いろいろな数列の和 

a:記号Σの意味と性質を理解し、

数列の和を求めることができる。 

b:数列の和を記号Σで表す。ま

た、和の計算を簡単に行うことが

できる。 

c:いろいろな数列の和を求める

公式から、数列に興味をもち、考

察をしようとする。 

確認テスト 

 

定期考査 

ノート提出 

 

定期考査 

レポート課

題 

 

振り返りシ

ート 

２
学
期 

第３節 漸化式と数学的帰納

法 

９．漸化式 

１０．数学的帰納法 

a:数列の機能的な定義について

理解し、漸化式から一般項が求め

られるようにする。 

b:複雑な漸化式を既知のものに

帰着して感がられるようにする。 

c:数学的帰納法の仕組みを理解

し、様々な命題の証明に活用でき

るようにする。 

確認テスト 

 

定期考査 

ノート提出 

 

定期考査 

レポート課

題 

 

振り返りシ

ート 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


